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◇
無
視
で
き
な
い
リ
ス
ク
要
因 

医
療
保
険
の
制
度
・
保
険
者
間
の
財
政
力
の
均

衡
を
い
か
に
し
て
図
る
か
。
皆
保
険
体
制
下
で
今

日
ま
で
背
負
っ
て
き
た
宿
命
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

税
財
源
に
よ
る
調
整
に
限
界
が
み
え
て
き
た
昭

和
５０
年
代
後
半
以
降
、
保
険
者
努
力
の
及
び
難
い

構
造
的
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
の
年
齢
構
成
と
所

得
水
準
に
着
目
し
た
調
整
が
進
め
ら
れ
、
深
化
を

遂
げ
て
き
た
。
年
齢
構
成
と
所
得
水
準
は
、
誰
も

が
承
認
す
る
構
造
的
リ
ス
ク
要
因
で
あ
り
、
更
な

る
調
整
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

に
も
無
視
で
き
な
い
リ
ス
ク
要
因
が
残
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
一
つ
は
、
国
保
が
精
神

や
神
経
系
の
患
者
を
多
く
抱
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

 
 ◇

現
役
世
代
の
医
療
費
で
、
国
保
が
高
い
理
由
は 

国
保
の
年
齢
階
級
別
医
療
費
は
、
若
年
層
と
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
、
被
用
者
保
険
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
。
大
き
な
違
い
は
、
現
役
世
代
の

医
療
費
で
は
国
保
が
高
く
、
特
に
入
院
医
療
費
が

高
い
こ
と
で
あ
る
。
厚
労
省
保
険
局
「
平
成
２７
年

度
医
療
給
付
実
態
調
査
報
告
」
の
分
析
（
要
旨
）

は
次
の
と
お
り
。 

 

「
年
齢
階
級
別
一
人
当
た
り
医
療
費
を
み
る
と
、

国
保
は
他
の
三
制
度
（
協
会
け
ん
ぽ
、
組
合
健
保
、

共
済
組
合
）
に
比
べ
て
、
２０
歳
台
後
半
か
ら
６０
歳

台
前
半
の
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
入
院

外
で
は
大
き
な
格
差
は
み
ら
れ
な
い
。
国
保
が
高

い
の
は
入
院
医
療
費
が
高
い
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら

に
入
院
医
療
費
に
つ
い
て
、
疾
病
分
類
別
に
み
る

と
、
国
保
で
は
「
精
神
及
び
行
動
の
障
害
」
や
「
神

経
系
の
疾
患
」
が
多
く
、
他
制
度
と
の
医
療
費
の

差
は
こ
う
し
た
疾
病
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
」 

 

ち
な
み
に
国
保
で
は
、
２０
歳
台
後
半
か
ら
５０

歳
台
前
半
の
入
院
医
療
費
の
う
ち
、
精
神
・
神
経

系
の
疾
病
が
４
割
を
超
え
、
４０
歳
台
前
半
で
は
実

に
４８.

１
％
を
し
め
る
。
一
方
、
健
康
保
険
組
合

で
は
、
４０
歳
台
で
も
８
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。 

 

働
き
盛
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
心
の
病
に
か

か
り
、
休
業
を
経
て
退
職
す
る
。
医
療
保
険
で
は
、

退
職
後
国
保
に
加
入
し
、
長
期
入
院
に
よ
り
医
療

費
が
嵩
み
、
こ
れ
が
国
保
の
財
政
を
圧
迫
す
る
。 

 

こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
平
成
１４
年

の
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
１５
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
継
続
療
養
制
度
の
廃
止
で
あ

る
。
継
続
療
養
制
度
で
は
、
治
療
中
で
あ
っ
た
疾

病
に
つ
い
て
は
健
保
の
資
格
喪
失
後
も
初
診
日

か
ら
５
年
間
は
引
き
続
き
健
保
か
ら
医
療
が
受

け
ら
れ
た
。
健
保
と
国
保
の
間
で
給
付
率
に
差
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
給
付
率
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が
統
一
さ
れ
た
の
を
機
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。 

 

◇
国
保
制
度
の
改
革
で
は 

 

平
成
３０
年
度
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
る
国
保
制

度
の
改
革
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
ほ
か
、

被
用
者
保
険
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
全
額
総

報
酬
割
へ
の
切
替
え
に
よ
り
生
ず
る
国
費
を
活

用
し
、
「
精
神
」
の
医
療
費
が
嵩
む
市
町
村
国
保

に
対
し
て
は
、
特
別
調
整
交
付
金
の
重
点
的
な
配

分
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
大
き
な
改
善
を
図

る
。 

 

精
神
疾
患
（
躁
う
つ
病
等
の
気
分
障
害
、
統
合

失
調
症
、
神
経
症
性
障
害
・
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
、

認
知
症
、
て
ん
か
ん
な
ど
）
の
総
患
者
数
は
３
９

２
万
人
。
医
療
計
画
が
掲
げ
る
五
大
疾
病
の
な
か

で
最
も
多
く
、
糖
尿
病
、
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
な

ど
を
上
回
る
（
「
第
１
回
こ
れ
か
ら
の
精
神
保
健

医
療
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
資
料
」
）
。 

 

国
際
的
に
み
た
わ
が
国
の
医
療
の
問
題
点
と

し
て
、
病
床
数
が
多
く
在
院
日
数
が
長
い
こ
と
や
、

地
域
差
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
は
精
神
医
療
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
傷

病
分
類
別
に
み
た
平
均
在
院
日
数
は
、
「
精
神
及

び
行
動
の
障
害
」
が
二
百
九
十
一
、
九
日
、
こ
れ

に
続
く
の
が
「
神
経
系
の
疾
患
」
で
八
十
二
、
二

日
で
あ
る
（
「
平
成
２６
年
患
者
調
査
」）。
ま
た
、

精
神
病
院
の
人
口
１０
万
対
病
床
数
は
、
最
高
の
鹿

児
島
県
と
最
低
の
神
奈
川
県
の
間
で
、
３
・
９
倍

と
い
う
大
き
な
開
き
が
あ
る
（
「
平
成
２８
年
医
療

施
設
調
査
」）。 

 
 

◇
今
後
の
課
題 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
精
神
医
療
の
見
直
し

を
急
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
医
療
構
想
や
平
成
３０
年

度
か
ら
の
都
道
府
県
医
療
計
画
を
通
し
た
病
床

の
適
正
配
置
を
進
め
る
ほ
か
、
年
齢
構
成
、
所
得

水
準
に
並
ぶ
構
造
的
な
格
差
要
因
と
し
て
疾
病

構
造
を
位
置
付
け
、
公
費
負
担
の
配
分
に
と
ど
ま

ら
ず
、
被
用
者
保
険
と
の
費
用
負
担
の
調
整
を
も

射
程
に
入
れ
た
検
討
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。 
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